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型 は 第 2。 第 3 の 型 に 対し , 第 2 の 型 は 第 3 の 型 に 対し て 完全 優性 で ある と の 結果 と 一 致し た デー タ 
が 得 ら れ た . 又 こ の 飼育 中 ダー ジリ ン で 採集 され た 雌 の 直接 の 子孫 の 中 に 裏面 の 赤 紋 が 拡大 し た 個体 
( 赤 紋 型 ) が いく つか あら われ た の で , その 遺伝 様式 を 調べ た と ころ , 擬態 型 の 遺伝 子 の ある 人 染色体 と 
は 別 の 常 染 色 体 に 存在 する 劣性 の 一 遺伝 子 に よっ て 支配 され て いる こと が 確認 で きた . さら に Fi 個 
体 間 の 兄妹 交雑 か ら 和 白眼 の 個体 が いく つか あら われ た が , その 雄 の 精巣 は キイ ロン ョ ウジ ョ ウッ バエ の 
場合 と 同じ く 白 色 で あっ た . し か し と の 遺伝 様式 は 伴 性 遺伝 で は な く , 以前 に 演者 が 調べ た ベニ モン 
アァ ゲス (Pachliopta aristolochiae) の 白眼 ・ 白 精巣 の 場合 と 同じ く ( 未 発表 ), 上 記 二 つの 染色 体 と は 列 
の 常 染 色 体 に 存在 する 劣性 の 一 遺伝 子 に よっ て 支配 され て いる こと が 確認 で きた . 

また 本 会 会 員 有 田 和 充 氏 よ り い た だ いた 四国 産 の ナガ サキ アゲ へ の 兄妹 交雑 より , 緑色 が 全く 消失 
し た 茶色 の 幼虫 が あら われ た が , この 場合 も 常 染 色 体 上 の 一 つの 劣性 遺伝 子 に よっ て 支配 され て いる 
こと が 確認 で きた . な お 区 に は 褐色 型 と 緑色 型 に か わる 茶色 型 か あら われ た 





14. カラ ス ア ゲハ 亜 種 問 の 交配 実験 に つい て 第 一 報 脇 一 郎 ・ 伊 藤 正宏 (関東 )・ 内 藤 孝道 (九州 ) 

名 地 の カラ ステ アゲ へ (Papilio bianor) を 入手 , それ ぞ れ 交配 実験 を 行い , 興味 ある 結果 を 但 た の で 
報告 する . 

1. 沖縄 本 島 産 の 雌 を 用 い , a) 神奈 川 県 産 , b) 三宅 島 産 , c) 石垣 島 産 の 雄 と 夫々 交配 させ , 受精 
卵 を 得 た . 成虫 は , a) 6d6?, b) 24339% を 得 た が , 〇 に つい て は 4 令 に て 病気 発生 し , 映 に 往 る ま 
で に 全滅 した. な お , b) に つい て , Fi 同志 交配 きせ た が , 産 上 屋 せ ず , 雌 に 卵 が か なく Fs は 得 ら れ な 
か っ た 。 FI の 3 令 幼 虫 の 斑紋 は 両親 の 中 間 を 表わし , 奄美 大 島 産 の それ と 似る こと に 注目 し た い - 
また , F, 成虫 の 斑紋 は , 沖縄 本 島 産 の 影響 ひみ られ , と くに 裏面 で 著しい . 

2、 石垣 島 産 と 神奈 川 県 産 の 組合 せ で , それ ぞ れ 雌雄 を 変え 交配 させ た が , いずれ も 受精 , 見 事 な 
る 成虫 を 多数 得る こと が で きた . 性 比 に も 異常 み ら れ ず , ほぼ 1 対 1 で あっ た . いずれ の 組合 せ に つ 
いて も , Fi 同志 の 交配 を 試み た が , 産卵 せ ず , 雌 に 卵 が な く , Fs は 得 ら れ な か っ た . な お , Fi の 雄 
を 三宅 島 産 の 雌 に 交配 させ た と ころ 受精 し , 成虫 も 得 ら れ た . 

3. 三宅 島 産 の 雌 を 使用 し , d 神奈 川 県 産 , e) 石垣 島 産 の 雄 と 交配 させ , いずれ も 受精 卵 , 成虫 を 
得 た 。d に つい て は 。 Fi 同志 の 交配 , F の 雌 に 三宅 島 産 雄 を 交配 させ , いずれ ゃ 受精 卵 を 得 た . 越 
徹 の た め 成 虫 た つい て は 後 刻 報告 する . ©) に つい て は , 飼育 条件 の 履か 著しく 小型 の 成虫 を 得 た 例 
と 、 成虫 の 性 比 に 異常 が か み ら れ た 例 (23? と 15 越冬 映 ) の 2 例 が あっ た . Fs は 得 ら れ な か っ た - 





15. ルリ タテ ハ の ナ ワ バリ に つい て の 一 考察 渡辺 通 人 (関東 ) 

1981 年 7 月 28 日 か ら 8 月 12 日 の 7 日 間 , 富士 山北 角 に ある 富士 桜 高原 の 別 導 地帯 で ルリ タテ バハ 
の ナ ワ ベ バリ の 観察 を 行っ た . 

この 間 , 2 地区 で , いずれ も 別々 の 雄 に よっ て 占有 され て いた 5 例 の ナ ソ バリ が 観察 され た . この 
定点 観察 の 他 に 2 地区 を 含む 5.5 km の 道路 で セン サス 調査 を 4 日 間 行っ た 結果 , 最高 が 0.55 頭 /km, 
最低 が 0.18 頭 /km で あっ た . これ は 1973 年 に 同 地 付近 で 得 られ た 4.3 頭 /km に 比べ , 個体 数 密度 
が 低かっ た と と を 示し て いる . 

T 地区 で は 3 日 間 行動 疾 の 形成 が 観察 され た が , 行動 トレ ー ス ・ 活 動 点 の 分 布 か ら , 中 心 部 を 中 心 
に 時 々 周囲 に 向け て の 旋回 行動 を 行っ て いた こと が 判る . また , 3 日 間 の 行動 圏 の 面積 は 155 m*, 
149 m2 77 m2 で あっ た . この 行動 賠 内 で 7 月 28 日 に 1 回 , 8 月 3 日 に 2 回 の 侵入 個体 に 対す る 師 
飛行 動 が 確認 され た . これ は , 侵入 個体 に 気づい た 占有 個体 が , 侵入 個体 に 急激 に 近づき , 由 状 に ゃ 
つれ あい た が ら 10 m 程 の 高き まで 上 り , 水平 飛行 に 移っ た 後 , 侵入 個体 が 逃げ る の を 確認 する と 一 
気 に 急 降下 し て も と の 場所 へ 戻る と いう 行動 で あっ た . この 行動 か ら そ れ ら は ナ ワ バリ で あっ た と 判 
断 さ れる . 

TI 地区 で は 8 月 9 日 に , 100m の 範囲 内 に ある 三 地 点 を 移動 し て 占有 し て いた 雄 が 観察 され た . 
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行動 男 の 大 き さ は A が 146m? B が 72m2, C が 16m? で , 各地 点 で の 利用 時 間 も る これ に 比例 し , 
A・B・C の 順 で 少な く な っ た . これ ら の こと か ら , A を 中 心 に B と の 間 を 往復 し , 時 に で へ 足 を 伸 
し て いた こと が うら うかがえる. Observation-area curve を みて みる と , A・B の も の は 最後 の 急上昇 を 除 
く と ロジ ステ ィ ク 曲線 に 近い 状態 で あっ た . この 最後 の 急上昇 は ね ぐら に 帰る 前 の 不安 定 行動 に よる 
も の で , この 部 分 を 除く と A<C の 合計 が 144 ms と な り , I 地区 の 結果 と 近い 値 と な っ た . 

これ まで の 観察 結果 を 合せ て 考え る と , ルリ タテ ハ の ナッ ワズ ベリ 占有 型 に は , 日 毎 に みる と 移住 型 , 
1 日 の 内 で も 午前 と 午後 と で の 移住 型 , さら に 午前 ・ 午 後 の 内 で も 今回 観察 され た 定住 型 と 遠出 型 と 
が ある と 考え ん られ た だ た. また た 午後 の ナ ワ バリ の 占有 は mating と の 関連 が 大 きい よう に 感じ られ る か が か, 
これ に つい て は 今後 の 交尾 の 時 期 ・ 時 間 ・ 場 所 等 の 調査 に よっ て 結論 が 出せ る も の と 思わ れる . 


16. 門 期 に 於 ける 鱗粉 発生 及び 着色 と 鱗粉 配列 新川 勉 (関東 ) 

今 大 会 で 三 回 目 の , 蝶 の 怒 上 鱗粉 ツケ ッ ト の 配列 に つい て 発表 する の で ある か が か, 次 の 2 点 に つい て , 
まとめ る こと が 出来 る . 

① 蝶 の 進化 と 共に 鱗粉 の 配列 化 が 起り , 最 先端 で は ウケ ッ ト 側 線 を 形成 する まで に な る . 

② ソケット 列 は 次 の 基部 に 近い 部 分 を 中 心 点 と し た 同心 円 上 に 配列 する . 

種 の 進化 は 鱗粉 の 形態 的 特殊 化 を 伴う の で 鏡 粉 の 多様 化 と 配列 化 が 同時 に 進行 する も の と 思わ れ 
る . ツケ ッ ト の 配列 化 は 暴 期 の 初期 に お ける 鱗粉 原 細胞 の 配列 化 と 思わ れる の で ある . 又 同 一 個体 の 
中 に も 毛 , 発 香 鱗 及び 通常 鱗粉 まで 多種 類 の も る の が ある . これ ら も , ある 一 定 の 区 分 を する 必要 が あ 
る の で は な いか と 考え て いる . ヨナ クニ サン 等 の よう に 前 次 に ある 無色 部 分 は 毛 で あり , 通常 鱗粉 と 
は 異 り この 部 分 だ け 列 化し な い . 又 ,. マ ダラ チョ ウ 科 や グラ フィ ウム 等 に お いて は , 前 者 は 次 の 青白 
色 部 分 , 後者 は 青い 部 分 に お いて も 毛 又 は 毛 に 近い も の が ある が 列 化 を 生じ , 本 来 の 毛 と は 形成 の 過 
程 が 異 る も の と 思わ れる . アト ラン ダム な 毛 の 部 分 は 特殊 化 の 生じ な か っ た 毛 で あり , 列 化 し た 毛 は , 
特殊 化 の 形 で 鱗粉 の 退化 と も 考え られ る . 

同心 円 上 の 配列 化 は , 成虫 に お いて , 前 次 中 室 よ り 外 縁 の ソケット 列 が 同心 円 上 を 外れ る も の が 多 
い . こと の こと は 暴 期 の 次 は 前 後半 と も ほとん と 同一 の 大 き さ に ある も の が 羽化 の 時 点 で 伸長 度 に 差異 
を 生じ た 結果 と し て お こる も の と 思わ れる . 前 次 と 後 凌 の 長 さ の 比率 は , 同一 種 又は 亜 種 を 含め て 一 
定 の 比率 が あり 羽化 時 の 伸長 度 が これ ら ソ ケッ ト 列 の 同心 円 の 乱れ を 生ずる も の と 思わ れる . 

肉 期 の 鱗粉 形成 は 今回 は 時 間 的 追跡 が 出来 な か っ た が , 多数 の 菊 の 次 を 取り 出し て 見 る と 毛 の 形成 
が 一 番 早く , 青 と 赤 の 鱗粉 の 形成 が 先行 する こと が 見 られ た . 同時 に 着色 に お いて も 青い 色 と 赤 い 色 
に 近い も の が 先行 し て お り , 鱗粉 の 特殊 化 が 進む と 形成 過程 に お いて 時 間 的 ズレ を 生ずる も の と 思わ 
れる . 今後 の 研究 で 正確 を 期し た い . 

鱗粉 形成 と 前 後 し て 気管 系 の トラ キア が 定着 (所 定 の 次 脈 内 に ) する . 蝶 の 場合 は は と ん ど ト ラキ 
アァ は 次 脈 に 融合 又は 密着 する の で 成虫 個体 で は 見 られ な いこ と が 多い が , 夜行 性 の 賊 に お いて は トラ 
キア は 期 脈 の 表面 近く に 残り 次 脈 と は 区 別 出来 る . 又 こ の 峨 の 特徴 と し て 次 脈 より 次 全 体 に トラ キア 
の 分 枝 を 出し 次 に 広く 分 布 し , 特に 中 室 近辺 で は 多く 見 られ る . この こと は 生体 内 より 麺 に 広く 気体 
的 な 物質 の 送付 が あり ら る も の と 思わ れる . この 機構 は 夜行 性 の 峨 に ある も の で 昼 行 性 の 峨 は 蝶 と 同 
様 で あり この 面 の 研究 も 必要 と 思わ れる . 今後 の 研究 と し た い . 




















17. ウン ナン シボ リア ゲハ の 再発 見 黒沢 良彦 (関東 ) 

ウン ナン シボ リア ゲハ ム Bhutanitis mansfieldi RILEY。 1939 (Entomologits, 72, pp. 207, 267, fgs.) は 
M.J. MANSFIELD の 名 が 冠 し て ある が , 実際 に は 彼 の 採集 品 で は な く , 1904~1932 年 に 中 国 の 雲南 
省 を 中 心 と し て , 四川 省 , チベット 東部 ) ビル マ 北 東部 な ど に 豆 る 広大 な 山岳 地帯 を 7 回 に 豆 っ て 路 
査 し た , 有名 な 英 人 植物 学者 G. FoRREsT が 残し た 多く の 紙 包 み の 蝶 の 中 か ら MANSFIELD が 発見 し 
た 19 に 基づい て 記載 され た も の で ある . その 産地 は 単に 「 雲 南 ] と 記さ れ て いる だ け で 詳し い 地 名 
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